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平成14年 度は、第E期 の科学技術基本計画が発足して2年 目に当たります。国の科学技術予算
は、ナノテクノロジー、ライフサイエンス、高度情報通信、環境な どに対する戦略的重点投資の





NEDOの 革新的部材産業創出プログ ラムとして「高機能高精度省エネ加工型金属材料(金 属ガ














































野が取 り上げ られてお ります。その内、ナ ノ
テクノロジー・材料分野の事業 として、「ナノ
テクノロジー総合支援プロジェク ト」が計画
されま した。その趣 旨は、個 々の研究機関や
研究開発プロジェク トでは整備の難しい大型・
特殊な施設 ・設備 と高度な技術を有す る機関
において、最先端のナノテクノロジー研究 に
携 る産学官の外部研究者に対 して、施設 ・設
備の利用の機会を提供するなど、総合的な支
援事業 を実施す る こ
とを目的 とした もの
です。 申饕纛




た解析支援 に対 し、本 一
所が母体 とな って百
万ボル ト電子顕微鏡
繍 讐蝋 欝 鱗 籏:
譲藹 論 懸 監1鑿 鏃 塰
究機構 と共 に採用 さ
れました。4支援組織は、それぞれ周辺地域を
カバーすべき4箇 所 に決められたと言われて











1.25MV超 高圧透 過電 子顕 微鏡
MV超 高圧 透 過 電 子 顕 微 鏡 、0.17nm分 解 能 の
400kV透 過 電 子 顕 微 鏡 お よ びnm領 域 の分 析
可 能 の 電 界 放 射 型300kV透 過 電 子 顕 微 鏡 を
用 い て 、ナ ノ物 質 材 料 の構 造 解 析 の 支 援 を 目
的 と して お り ます 。
こ の7月 の 中 旬 に 、ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー 総 合
支 援 プ ロ ジ ェ ク トセ ン タ ー の プ レス 発 表 と
ホー ム ペ ー ジ(http://www.nanonet.g().jp/)
が 開 か れ ま した。ま た、未完 成 で は あ ります が 、
本 所 の 支 援 事 業 の ホ ー ム ペ ー ジ
(http://www.nanotem.imr.tohoku.ac.jp/in
dex.htm1)も 開 き 、支 援 事 業 の 詳 細 が 記 し て
あ り ま す 。ま た 、技 術
棟2階 の2部 屋 を 借 用
し、電 顕 試 料 作 製 お よ
　
甎..び 画 像 処 理 関 係 の 装
払 置の設置と来所研究甚
者の雕 として皈
灘 援 室 の 整 備 を 進 め て
1、 お り ま す 。ま だ 、予 算
執 行 に は い た っ て お
r・ ・、 り ま せ ん が 、平 成14
膏疑,膳 年 度 は1億6千 万 円 ほ
ミ
血… 濃 鸚 節斜












StatUSofLaboratories 研究室 のい ま
半導体中の結晶欠陥の性質解明とそれらを利用した新機能探索 新たな実用化へ、放射線エネルギーと機能性材料の相互作用研究
結晶欠陥物性学研究部門 末澤研究室 原子力材料物性学部門 四竃研究室
半導体結晶中の0次 元欠陥である点欠陥は、半導体素子形成のための不純物を ドープする過程で
は不可欠です。また、1次元欠陥である転位 は、結晶材料の変形を担う基本的欠陥です。さらに、両者
は電子デバイスの性能や製品の歩留ま りを左右 します。しか し、それ らの基本的性質の多くは未解
明です。私たちの研究室はそれ らを解 明 して いく段階であ り、さ らに、欠陥の新 しい応用や新機 能
を有するデバイス開発が可能であることを示 しつつあ ります。
放射線エネルギーは、荷電粒子、中性子、光子、などの、いわゆる量子が持つ高品位のエネルギーであ り、材料
との相互作用を通 して、材料のナノ領域 に局在化 されたエネルギー付与が行われます。半導体、絶縁系材料にお
いては、原子は じき出し効果を通 じて、材料の微細な撹拌、格子欠陥の生成、再配列が生ずる一方、放射線エネル
ギーとの動的な相互作用の過程で、興味ある材料機能が発現する場合が多々あります。具体的な事例 として、電
気伝導度の10桁 近 くに及ぶ増加(照射誘起電気伝導)、起電力発生(照射誘起起電力)、誘電体 における電荷分離現
象、発光現象(照射誘起発光〉などが挙げ られます。これ らの現象はこれまで、物理的に興味ある現象 として一部
の関心を引 くことはあって も、積極的に利用 し、実用 に結びつけよ うとする試みはなされてきませんで した。
ロ　 　
フK素 ・点 欠 陥 襞盆 侮 の 木!1用
」
水素を利用 したシリコン中の点欠陥研究:点 欠陥の検出は容




































図1水 素分子を ドープ したSi結 晶 を3MeV電 子照射 し
た時の光吸収スペク トル。
が同時に検出され ました。この研究か ら、た とえば、宇宙用太
陽電池の寿命を延ばせ る可能性が出てきま した。宇宙 には高













































解が不可欠です。私たちはGe、Siか らスター トし、これ までに
図3に 示 しているGeSi混 晶などを含む各種の結晶を対象とし
て研究を進め、最近では、青色発光GaNの 転位 の運動特性 を明
らかにしました。それ らの研究から、転位運動の活性化エネル
ギーがバン ドギ ャップに依存することを見出しました。














































にお ける不純 物 との相
互作用 を利用 した欠陥
制御型機 能デ バイス等













































































導に大きく寄与する一方、放射線 と材料 との相互作用によ り生

























































靆 馬 函曜,1海 遍 醪拠点癖 の布癒1鑞覊
付属材料科学国際フロンテイアセンター(lFCAM)セ ンター長 遠藤 康夫
材 料科 学国 際 フ ロンテ イアセ
ンター(以 後セ ンター)は 材 料科
学の国際的なthinktankを 目標
糲 糠 盟1讖 瓢 戀梟器IIIIt"te
材 料 科 学 の 先 端 的 な 研 究 機 関
(Cambridge大 学金属材 料学科、
Harvard大 学 応 用 科 学 科 、
SwedishRoyalInstituteof
Technology)に セ ンターの出先事務所を開設 します。
私 の在任 中に も う1、2ケ 所 増設 を期 待 して交渉 を始
めてお ります。同時 に研究部が従来個々 に招聘 してい
た客 員研 究員 のポス トをセ ンター にま とめ て外 国人
客員教授 を招聘 してお ります。斬新な研 究分野の発展
を期待 してプ ロジェク ト研究部 を設けて、来年度以降
の概算要求を行 ってお ります。
去 る5月30、31日 にセ ンター の披 露を兼ね た、国際
・ 「
＼
ワー クシ ョップ と、東ア ジア研 究
大 学 連合(AEARU)の 先端材 料
科 学 ワー クシ ョップ とを開き、内
外 か ら100人 以 上 の参 加 者 を得
て真 剣な 議論 を行 うこ とが 出来
ま した。また、30日 の夕方 には阿
部 総長 を迎 えてセ ンター の披 露
式典を開きました。所長、事務部長、
総務課 長 を始め、皆様方 に大変 お
世話 にな りま した ことを この場 を借 りてお礼 申 し上
げ ます。写真でお見せ します ように、3号館の北側 にプ
レハブ棟 が新築 され ま したが、2階 をフロンテイ アセ
ンターが使わせて頂いてお ります。最後にな りま した
が、フロンテイ アセ ンターは未だお しめの取れ ない赤
ん坊ですが、研 究所の皆様 の温か い愛情で大き く育 っ



















































最近 、ヘ リウム フリーマ グネ ッ トの普及 とともに、材料 開発 に
お ける磁場の応 用が盛んに行われています。本 ワー クシ ョップは、
このよ うな状況 の もと、金研 ・強磁 場セ ンターで行 われ てい る研
究 に限 らず、各 々の研究 の最新 成果 を発表 、討論す る 目的 で平成
14年6月13・14日 の両 日にか けて 開催 され ま した。
強磁場 を用 いた微少重 力環境 については、随分知 られるよ うに
な って きましたが、それ以外 にも強磁 場プ ロセス を用 いた組織制
御や機能 制御 につ いて報 告 され ま した。機 能制御 と して、磁 場 中
で作製 した有機導体 が、無磁場 で作 製 した もの よ りも磁性 ・輸送
特性な どが大幅 に異な ること、磁場 誘起 型の ドメイ ン構造 を用 い
た磁場 によ る形状 制御 な どが報告 され ま した。これ らは、どれ も
全 く新 しい技術で これ によ り組織 ・機能 制御 された新 たな材料 に




































しい方 法で 作製 した ア
ル ミナ は 図に示 した よ
うに非 常 に大 きな配 向
組 織 を有 す る こ とが 分
か りました。
なお、研究会 の資料 集
が あ ります ので ご要 望





















































































図書 掛 で は 、世 界 最 大 級 の 文 献 情 報 提供 機 関 で あ るTheBritish
Library(英 国 立 図 書館)がWeb上 で提 供 す る 、デー タベ ー ス検 索 と ド
キ ュ メン トデ リバ リー サ ー ビ ス を併 せ たinsidewebを 導 入 しま した。
サ ー ビス 内容 は、学 術 雑 誌250,000誌 をタ イ トル レベ ル ま で検 索 で き 、
さ ら に20,000誌 の学 術 雑 誌 と16,000誌 の会 議 録 を書 誌 レベ ル ま で検
索 し、文献 の 注文 が で き ます 。
収 録 文献 はBLDSC(TheBritishLibrarySupplyCentre)所 蔵 なの
で、殆 ど全 て 入 手可 能 で す。特 徴 と しては 、
・会 議録 のデ ー タが 収 録 され て い る。
・ユ ーザ ーか ら リクエ ス トの多 い雑 誌 が収 録 され て い る。
・文 献 の受 け 取 り方 法 が 選択 で きる。
・価 格 が 日本 円 で表 示 さ れ る。な どで す。
す で に導 入 済 み のWebofScienceと 併 せ て ご利 用 くだ さ い。
尚 、実 施期 間 は 、平 成14年9月 よ り平 成15年8月 ま で の1年 間 で す 。詳
細 は 図書 掛 のHPhttp;〃library.imr.tohoku.ac.jp/を ご覧 くだ さ い。
2002年7月 か ら、広報室長は、遠藤康夫教授か ら、これまで副室長で
あった高梨弘毅に交替 しました。同時に、松原英一郎教授が新 しい副室
長 にな りま した。また、総務委員会(委 員長:花 田修治教授)の もとに小
委員会 として広報委員会 を設 置しました。メンバ ーとしては、室長、副
室長 のほか、助教授5名 、事務職員2名 、技術職 員1名 、事務補佐員1名 と
いう構成で、IMRニ ュースの発行やホームページの更新等、金研 を支
える広報活動をよ り効率的・効果的に行 えるように努力 しています。
皆様 のご意見 ・ご助言 をお待ち してお ります。よろ しくお願いいた
します。(高 梨弘毅)
前 号(No.38)の 人事 ニュース において 、技術 部職 員の人事 異動の 情報 が抜 け『
落 ちておりま したので 、技 術部職員 につきま しては、本号 に1月1日 から7月31日
までの異 動情 報を掲載 いたします。関係 各位 に心よりお詫び申 し上 げます。
≡==孑
二 了 》 ユ
佐 藤 香 織14/1付1採 用(技 術部)
井 本 勇 吉4/1付 採用(技術部)
宮 崎 英 敏 助 手 6/1付1採 用(後 藤研)
折茂 慎一 助教授 6/1付 昇任(広島大総合科学部助手から:兼後藤研)
大 友 明 助 手 6/1付 採用(川 崎研)
菅原 芳則 経理掛長 7/1付 昇任(医学部付属病院監理掛主任から)
_躍 綴一 一一一一 一 驪一贐 麟 一一一一一一一一一一一一 一一
___祕讖钁 一 一 一
播磨 宣幸 材料開発班長14/1付 昇任(材料制御掛長から)
青柳 英二 物性評価掛長4/1付 昇任(技術専門職員から)
芦野 哲也 元素分析掛長4/1付 昇任(技術専門職員から)
丹野 伸也 技術専門職員 14/1付i昇 任(主 任か ら)
菅野 孝昌 技術専門職員 4/1付 昇任(主 任か ら)
野手 竜之介 技術専門職員 4/1付1昇 任(主 任か ら)
佐藤 和弘 技術専門職員 4/1付 昇任(主 任か ら)
渡 辺 信 主 任 4/1付 昇任(材料照射掛から)
山 崎 正 徳 主任 14/1付
」.ilヒ1一
昇任(材料照射掛から)
辞職早坂 勝利 試作指導掛 1/15付1
高橋 利次 材料開発班長 3/31付 定年退職
佐藤 芳幸 物性評価掛長 3/31付 定年退職
吉 川 彰 助 手 6/1付 多元研へ
ゴ ジ ョンミン 助手 6/1付 多元研へ
武田 浩 経理掛長 …6/30付 辞職
バーンズスチュワートエドワード16/1付1ア メリカ・マイアミ大学物理学部教授から(フロンティアセンター〉
カ ウリン ギ ニヤ ッ ト 6/1付 ドイツ・マックスプラン研究所教授から(フロンティアセンター)
ヤ ヴ ァ リア ラ ン レザ 6/1付 フランス・グルノーブル国立総合技街研究所教授から〔フロンティアセンター}
平成14年4月2日 か ら平成14年7月31日 人事異動(技 術部:1月1日 か ら)
いつ の間にかすっか りブロー ドバ ン ドの世 の中 と
な り、あ らゆる情報 がオ ンタイム で世界 中に流れ て
いる状況 とな りま した。だか らといって、従来の印刷
物 によ る情報発信 が軽視 され ている訳ではあ りませ
ん。ネ ッ トによる情報発信 はまだ まだ受 け手優 先で、
積極的 な情報発 信 とは ほ ど遠 いか らで す。この様な
状況 では、印刷物 とネ ッ トが リンク した情報 発信が
最 も効果的 とな ります。一方 で、国立大学の独立行政
法人化 が 目前 に迫った今、積 極的 な情報発信 がます
ます求 め られ るよ うにな って きま した。金研 はすで
に、ホームペー ジとIMRニ ュー ス(KINKEN)を リン
クさせた広 報活動 を行って い ますが 、内容 の充 実に
は各研究 室か らの情報提供 が必要不 可欠 です。皆さ
まのご協力をお願いいた します。
個人的 な意見です が、新聞発表 す るく らいに大き
な成果だ けでな く、ちょっ と不思 議な現 象やお も し
ろい実 験な ども、IMRニ ュースで紹 介 し、詳細 をホー
ム ページで説明す るような こと もやって いければよ
いと思 います。何か と雑用におわれ る毎 日ですが、休
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